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１．はじめに

2011年 東 北 地 方 太平洋 沖 地 震 は，

869年貞観地震の再来である可能性が

早くから指摘され，過去の地震，津波を

探る研究が注目を集めるようになった．

2011年9月に内閣府中央防災会議の専

門調査会から出された提言にも，今後の

地震，津波の想定における古地震，古

津波情報の活用が促されている（内閣府，

2011a）．一方で想定外をなくすことを目

的に，過去の記録に基づかない最大クラ

スの地震，津波の想定も関係行政機関

等から示されるようになった．このため，

古地震，古津波を研究する立場からは，

そのような現象が過去に実際にあったの

かどうか，また具体的に過去の津波規模

の上限はどれくらいか，などを検証しな

ければならなくなってきた．これらのう

ち，より正確な浸水規模の復元のための

検討については，本シンポジウムで藤原

（2013a）が津波堆積物から説明してい

る．さらに震源域の評価などにおいては

地震サイクルに関する検討も重要であり，

本シンポジウムで安藤（2013）がプレー

トの固着の状況など地球物理学的なデ

ータと合わせた今後の展開を紹介してい

る．そこで本報告では，南海地域を中心に

過去の地震，津波の履歴に関するこれまで

の研究をまとめ，東海地域との比較の中か

ら，南海トラフで起こる地震のサイクルな

どについて検討する．なお，ここでは便宜上，南海地域を

和歌山県より西側，東海地域を三重県より東側と定義して説

明する．

地形・地質記録から見た南海トラフの
巨大地震・津波（南海地域の例）

宍倉正展 1)

第 1図　�紀伊半島南部における隆起生物遺骸群集の調査地点と歴史地震に関連した地殻
上下変動（上）および那智勝浦町山見鼻で観察された多層構造をなす生物遺骸
群集（下）．
宍倉ほか（2008b）に基づく．

２．南海地域における過去の地殻変動

南海トラフ沿いで起こる地震では，御前崎，潮岬，室戸

岬，足摺岬といった岬部の隆起を伴うことが知られてお
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り，古くから海岸段丘を対象にした地殻変動に関する研究

が行われている（吉川ほか，1964など）．そして1980年

代頃からは隆起痕跡の 14C年代を用いてより具体的に過去

の地震による地殻変動が議論されるようになった（前杢，

1988など）．たとえば室戸岬周辺では，過去6,000年間に

1,000 ～ 2,000年に１回の割合で２～４ m前後の隆起が

生じている．これは陸地に近い海底活断層が同時に活動し

たものと推定されている（前杢，2001）．

産業技術総合研究所（以下，産総研）では，2006年よ

り紀伊半島南部沿岸において隆起痕跡に関する地形・地質

学的な調査を行っており，これまでに1707年宝永地震に

よると推定される隆起痕跡を報告し（宍倉ほか，2008a），

さらに過去5,500年間の隆起痕跡についてまとめた（宍倉

ほか，2008b）．紀伊半島南部沿岸では，平均海面の指標

として有効なヤッコカンザシ（Pomatoleios kraussii）か

らおもに構成される隆起生物遺骸群集が，複数のレベルに

分布している．それらのうち，厚く発達した群集につい

て詳しく分析すると，3 ～ 4層の層構造をなしていること

がわかり，100 ～ 150年毎に1層ずつ形成され，全体と

して400 ～ 600年かけて群集が形成されていることが明

らかになった（第1図）．これは1層ずつが，南海トラフ

でくり返し起こる地震時の急激な隆起と地震間の沈降の

サイクルを示し，400 ～ 600年に1回の割合で通常より

大きな隆起を生じて全体が離水していると解釈されている

（宍倉ほか，2008b）．この大きな隆起の最新イベントは

1707年宝永地震である．

こうした紀伊半島の調査結果は，前杢（1988）などが

示した室戸岬の隆起イベントとは必ずしも一致しない．室

戸岬の場合は海底活断層の影響が指摘されているが，潮岬

写真１　和歌山県串本町橋杭岩周辺の波食棚上に散らばる津波石．

周辺の場合は東南海地震と南海地震とのセグメント境界に

位置していることから，宝永地震のようなセグメントを超

えた破壊の際に，通常とは異なる現象を生じている可能性

がある．

３．南海地域における津波堆積物

南海地域の津波堆積物については，四国沿岸を中心とし

て高知大学のグループによる湖沼の調査が1990年代から

行われてきた．たとえば高知県のただす池や蟹ヶ池，大分

県の龍神池では，過去数千年間における津波堆積物が確認

され，1707年宝永地震の津波と同程度の大規模な津波が

300 ～ 700年程度の間隔で発生していると推定されてい

る（岡村・松岡，2012）．

産総研では2005年に紀伊半島沿岸で津波堆積物に関す

る概査を実施した（小松原ほか，2006）．その後，広島大

学との共同研究として潮岬の近くにある和歌山県串本町の

橋杭岩において，津波石の調査を行い，過去の津波の規

模と年代の解明を目指している（行谷ほか，2011など）．

橋杭岩とは石英斑岩からなる岩脈が，周囲の頁岩との差別

侵食によって直線の壁状に突出した岩列である．周囲の

波食棚上には直径数mを超える石英斑岩からなる漂礫が

多数散らばっている（写真1）．これらは直径1 mを下回

る小さな漂礫を除き，台風時の高潮などではほとんど移動

していない．また聞き取り調査等から1946年昭和南海地

震時の津波でも大きな変化は確認されていないため，ほと

んどの漂礫は昭和の津波よりも大きな規模の津波によって

運ばれたと考えている．いくつかの漂礫にはヤッコカンザ

シ等の生物遺骸が固着しており，その 14C年代から漂礫の

移動時期を推定したところ，12 ～ 14世紀と17 ～ 18世

紀の2つの時期であることが明らかになった（宍倉ほか，

2011）．両者の間隔は400 ～ 600年で，特に後者は1707

年宝永地震に対比できる．すなわち漂礫は宝永地震クラス

の津波時に移動し，それは400 ～ 600年間隔である可能

性が指摘できる．

平成23年度第三次補正予算を使用した地質調査では，

橋杭岩に近い串本町内でボーリング掘削調査を実施し，約

8,000年前までの地層が採取され，湿地堆積物中に複数枚

のイベント砂層を確認した．これらの年代測定の結果，平均

的な再来間隔は400 ～ 600年程度であり，イベントのいく

つかは前節で説明した隆起生物遺骸群集から推定されたイ

ベント時期とも重なることから，イベント砂層が地震に伴う

津波堆積物である可能性が高い（宍倉ほか，2013）．
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４．�東海地域との比較からみえる地震サイクル

これまで紹介したように，南海地域

では1707年宝永地震の規模が他の歴史

地震と比べて大きく，地形，地質に残

る大きな津波や地殻変動を伴っていた

と考えられる．また隆起や津波の痕跡

からみると，1707年宝永地震と同様の

地震が紀伊半島南部から四国にかけて

300 ～ 700年（平均で400 ～ 500年程

度）の間隔で生じていた可能性が高い

（第2図）．

一方，東海地域では，歴史記録に関

する報告を見ると必ずしも1707年宝

永地震時の諸現象が突出して大きい規

模であったとは限らず，1498年明応地

震の規模も大きい（飯田，1985など）．

津波堆積物の記録から見ても，藤原

（2013b）による静岡県太田川の報告で

は，684年白鳳地震，887年仁和地震，

1096年永長地震，1498年明応地震の

津波がそれぞれ認識されている．また産

総研が三重県志島低地で実施したボー

リング調査結果からは，約4,500年前

から約500年前までの4,000年間の泥

層，泥炭層中に9枚の砂層が検出され，

上位の砂層は684年白鳳地震，1096年

永長地震，1498年明応地震にそれぞれ対比される可能性

が指摘されている（藤野，2013）．このように南海地域で

は顕著ではない1498年明応地震の痕跡が，東海地域では

津波堆積物に記録されている．これらの地質記録の再来間

隔は平均400 ～ 500年程度であり，南海地域で指摘され

た宝永クラスのイベントの再来間隔と一致するが，個々の

イベントのタイミングは，東海地域と南海地域とで異なる

可能性がある．

ところで本シンポジウムで瀬野（2013）により紹介さ

れている瀬野（2012）のモデルによれば，南海トラフ沿

いの地震は安政型と宝永型に分類でき，それぞれが平均

400年程度の間隔で生じていると考えられている．これは

上記の地形，地質に記録された地震履歴の再来間隔と地域

間のタイミングの違いを上手く説明できる可能性があり，

非常に興味深い．

第 2図　�南海トラフ沿いでこれまでに明らかになっている津波堆積物や隆起痕跡から復
元された各地の地震履歴の一部．
内閣府（2011b）の資料に基づき，藤原（2013b）の結果を加えて作成．

５．今後に向けて

南海トラフは将来の地震発生確率が高い地域であること

から，古地震，古津波に関しても今後重点的に調査を進

める必要があり，本シンポジウムで吉田（2013）が紹介

する地震調査研究推進本部の長期評価（2013年5月公表）

の中にもその旨が明示されている．しかし地形，地質に残

された過去の記録は不完全であり，過去の地震，津波の規

模やサイクルを復元する上では，津波堆積物や隆起痕跡だ

けでなく，あらゆる記録を逃さず読み取る努力が必要であ

る．特に本シンポジウムで寒川（2013）が紹介した考古

記録と合わせた液状化などの揺れの痕跡や，同じく本シン

ポジウムで矢田（2013）が紹介したような詳細な歴史記

録のデータと合わせ，時間的にも空間的にもより高い解像

度を目指して調査，研究を進めることが重要である．その

中から瀬野（2012）のモデルの検証や安藤（2013）の示

GSJ 地質ニュース Vol. 2  No. 7（2013 年 7 月）     203

地形・地質記録から見た南海トラフの巨大地震・津波（南海地域の例）



宍倉正展

す地震サイクルシミュレーションへの貢献につながってい

くと期待される．
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